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記
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〇
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代
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降
の
文
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に
見
ら
れ
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「
き
ょ
う
だ
い
児
」
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表
象
に
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い
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究
」 

◎
原
田 

珠
希
「
動
詞
「
か
け
る
」
の
多
義
を
め
ぐ
っ
て―

―

連
語
の
構
造
的
な
タ
イ
プ
を
て
が
か
り

に
」 
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田
崎 

舜
「『
古
事
記
』
受
容
史
に
お
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る
『
鼇
頭
古
事
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「
読
み
」
の
転
換
と
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０
２
教
室
（
一
三
時
一
〇
分
～
一
四
時
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） 

◎
有
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真
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管
子
』
旧
注
の
体
裁
と
現
存
状
況
に
つ
い
て
」 

◎
張 

磊
「『
三
国
志
演
義
』
に
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け
る
『
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志
平
話
』
の
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用―
―

孫
堅
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策
の
物
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を
例
に
」 

◎
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観―

―
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菴
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に
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■
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二
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教
室 

一
五
時
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分
～
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五
時
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五
分
） 

◎
谷
島
貫
太
ゼ
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ナ
ー
ル
「
神
保
町
を
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
す
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―

大
学
ゼ
ミ
で
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ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
タ

ウ
ン
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実
践
」 
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室 
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〇
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〇
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◎
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中 

聡
「
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地
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携
に
よ
る
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史
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の
研
究
」 

 

■
総
会 

 

一
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室
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■
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一
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〈
研
究
発
表
〉
二
〇
一
教
室 

 
『
蜻
蛉
日
記
』
に
お
け
る
「
み
み
ら
く
の
島
」
再
検
討 

石
田 

桜
子  

『
蜻
蛉
日
記
』
上
巻
に
は
、
死
者
の
姿
が
見
え
る
「
み
み
ら
く
の
島
」
と
い
う

超
自
然
的
な
伝
承
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
作
者
の
母
が
山
寺
で
亡
く
な

り
、
葬
儀
な
ど
を
済
ま
せ
、
悲
し
み
に
暮
れ
て
い
る
場
面
で
の
僧
た
ち
の
噂
話

と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
日
々
の
体
験
を
記
載
す
る
日
記
に
お
い
て
、「
み
み

ら
く
の
島
」
の
伝
承
へ
の
関
心
は
特
異
な
話
題
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
問
題
が

存
在
す
る
。 

 

従
来
、『
蜻
蛉
日
記
』
に
お
け
る
「
み
み
ら
く
の
島
」
は
、
い
く
つ
か
の
上
代

文
献
に
お
け
る
「
ミ
ネ
ラ
ク
埼
」
と
同
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
上
代
文
献
の
「
ミ
ネ
ラ
ク
埼
」
は
遣
唐
使
な
ど
の
「
出
向
地
」
と

し
て
記
載
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
伝
承
の
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。
次
に
、「
み
み

ら
く
の
島
」
と
は
校
訂
さ
れ
た
本
文
で
あ
り
、
諸
本
間
に
は
異
同
が
多
数
認
め

ら
れ
る
。
特
に
、
現
存
諸
本
の
中
で
比
較
的
善
本
と
さ
れ
て
い
る
御
所
本
で
は
、

「
み
え
く
ち
の
島
」
「
み
ゝ
く
ら
の
山
」
「
み
ゝ
く
ら
の
島
」
と
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、『
蜻
蛉
日
記
』
に
お
け
る
校
訂
本
文
「
み
み
ら
く
の

島
」
は
、
本
来
「
ミ
ネ
ラ
ク
埼
」
と
は
関
係
の
な
い
場
所
で
あ
る
と
考
え
、
御
所

本
の
通
り
「
み
ゝ
く
ら
の
島
／
山
」
で
あ
る
と
す
る
べ
き
可
能
性
に
つ
い
て
検

討
す
る
。 

（
い
し
だ
・
さ
く
ら
こ
／
本
学
文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
） 

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
文
学
に
見
ら
れ
る
「
き
ょ
う
だ
い
児
」
の
表
象
に
つ
い
て

の
研
究 

佐
藤 

果
音 

 

「
き
ょ
う
だ
い
児
」
と
は
、
病
気
や
障
害
の
あ
る
兄
弟
姉
妹
の
い
る
人
の
こ

と
で
あ
る
。
日
本
で
は
一
九
九
八
年
、
障
害
や
慢
性
疾
患
の
あ
る
人
の
「
大
人
の

き
ょ
う
だ
い
」
を
対
象
と
し
た
集
ま
り
と
し
て
「
き
ょ
う
だ
い
支
援
の
会
」
が
活

動
を
始
め
た
。
二
〇
〇
一
年
に
日
本
初
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
、
子
ど

も
の
き
ょ
う
だ
い
に
関
す
る
活
動
が
各
地
で
始
ま
っ
た
。
そ
う
し
て
「
き
ょ
う

だ
い
児
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
社
会
に
お
い
て
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
そ

の
モ
デ
ル
的
イ
メ
ー
ジ
も
広
く
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

本
発
表
で
は
、
二
〇
二
二
年
に
『
文
藝
』
か
ら
発
表
さ
れ
た
、
新
胡
桃
『
何
食

わ
ぬ
き
み
た
ち
へ
』
を
取
り
上
げ
る
。
物
語
で
は
、
公
立
高
校
の
分
教
室
に
通
う

障
害
を
持
つ
生
徒
が
、
普
通
級
の
生
徒
か
ら
い
じ
め
を
受
け
た
こ
と
を
契
機
と

し
て
事
件
が
巻
き
起
こ
る
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
を
傍
観
し
て
し
ま
っ
た
「
伏
見
」

と
、
い
じ
め
を
受
け
た
生
徒
の
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
「
敦
子
」
が
、
一
人
称
の
語
り

手
と
し
て
登
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
事
件
が
語
ら
れ
る
。
本
発
表
で
は
、

「
伏
見
」
と
「
敦
子
」
の
語
り
に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
り
の
特
性
と
物
語
構

造
と
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
で
、「
き
ょ
う
だ
い
児
」
の
表
象
可
能
性
に
つ
い

て
考
察
す
る
。 

（
さ
と
う
・
か
の
ん
／
本
学
文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
）   
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動
詞
「
か
け
る
」
の
多
義
を
め
ぐ
っ
て 

―
―

連
語
の
構
造
的
な
タ
イ
プ
を
て
が
か
り
に 

原
田 

珠
希 

 

動
詞
「
か
け
る
」
は
、「
（
壁
に
）
絵
を 

か
け
る
」
の
よ
う
な
具
体
的
な
物
に

対
す
る
働
き
か
け
の
他
に
、
一
種
の
再
帰
的
な
動
作
を
表
す
「
眼
鏡
を 

か
け
る
」、

い
わ
ゆ
る
慣
用
句
と
認
め
ら
れ
る
「
電
話
を 

か
け
る
」「
迷
惑
を 

か
け
る
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
法
を
持
つ
多
義
語
で
あ
る
。 

修
士
論
文
で
は
、
奥
田(1

9
8

3
)

の
連
語
論
の
枠
組
み
を
土
台
に
、
現
在
も
続

く
連
語
に
つ
い
て
の
様
々
な
研
究
、
茶
谷(2

0
2

3
)

や
中
山(2

0
2

4
)

な
ど
か
ら
学

び
、
動
詞
「
か
け
る
」
の
語
彙
的
意
味
構
造
を
、
共
起
す
る
名
詞
と
の
連
語
関
係

の
分
析
を
通
し
て
示
し
た
い
。
最
終
的
に
は
国
語
辞
書
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
記

述
内
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、
連
語
論
で
「
と
り
つ
け
動
詞
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
「
か
け
る
」
を
核
と
す
る
二
単
語
以
上
の
組
み
合
わ
せ
「
連
語
」
をB

C
C

W
J

か
ら
採
集
し
た
実
例
を
整
理
し
、
そ
の
枠
組
み
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
か
け
る
」
が
ど
の
よ
う
な
名
詞
と
結
び
つ
き
、
ど
の
よ
う
な
多
義
構
造
を
形

成
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。 

本
発
表
で
は
、
主
に
「
か
け
る
」
が
《
具
体
物
》
を
あ
ら
わ
す
ヲ
格
名
詞
と
む

す
び
つ
い
て
そ
の
意
味
が
具
体
化
さ
れ
る
、
「N

ニ N

ヲ 

か
け
る
」
の
構
造

（
「
対
象
へ
の
は
た
ら
き
か
け
を
あ
ら
わ
す
連
語｣

の
実
現
さ
れ
て
い
る
構
造
）

に
つ
い
て
報
告
す
る
。 

（
は
ら
だ
・
た
ま
き
／
本
学
文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
）  

『
古
事
記
』
受
容
史
に
お
け
る
『
鼇
頭
古
事
記
』―

―

「
読
み
」
の
転
換
と
し
て 

田
崎 

舜  

本
発
表
は
、『
鼇
頭

ご
う
と
う

古
事
記
』
を
対
象
と
し
て
、『
古
事
記
』
受
容
史
に
お
け
る

『
鼇
頭
古
事
記
』
の
影
響
を
、
そ
の
本
文
・
跋
文
・
注
釈
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と

に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 

『
鼇
頭
古
事
記
』
は
、
伊
勢
神
宮
の
神
官
で
あ
る
度
会

わ
た
ら
い

延
佳
が
著
し
た
頭
注
形

式
の
注
釈
書
で
、
跋
文
か
ら
貞
享
四
年
（
１
６
８
７
）
の
成
立
だ
と
考
え
ら
れ

る
。『
鼇
頭
古
事
記
』
が
登
場
す
る
ま
で
は
、
寛
永
二
一
年
（
１
６
４
４
）
に
出

版
さ
れ
た
、
注
が
無
く
、
本
文
の
誤
り
が
多
い
『
古
事
記
』
が
読
ま
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、『
古
事
記
』
を
読
む
と
い
う
行
為
の
水
準
が
、『
鼇
頭
古
事
記
』
が
世

に
出
る
こ
と
に
よ
り
変
化
し
た
。 

『
鼇
頭
古
事
記
』
は
、
本
文
校
訂
を
行
っ
た
こ
と
や
、
簡
易
な
注
を
付
し
た
こ

と
な
ど
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
本
書
の
出
版
以
前
に
『
古
事
記
』
の
校
訂

本
文
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
校
訂
本
文
が
既
に
存
在
す
る
現

代
の
研
究
の
評
価
を
そ
の
ま
ま
当
時
的
な
価
値
と
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

『
鼇
頭
古
事
記
』
は
、
寛
永
の
『
古
事
記
』
を
た
た
き
台
と
し
つ
つ
、
本
文
を
校

訂
し
文
献
学
的
な
根
拠
を
示
し
た
こ
と
で
、『
古
事
記
』
を
「
古
典
」
と
し
て
位

置
付
け
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
発
表
で
は
『
鼇
頭
古
事
記
』
の
本
文
・
注
釈
・
跋
文
な

ど
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
。 

（
た
さ
き
・
し
ゅ
ん
／
本
学
文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
）  
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〈
研
究
発
表
〉
二
〇
二
教
室 

 
『
管
子
』
旧
注
の
体
裁
と
現
存
状
況
に
つ
い
て 

有
永 

真
瑞 

  

現
存
『
管
子
』
に
は
、
本
文
に
附
さ
れ
た
旧
注
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
旧
注

は
、「
房
玄
齢
注
」・「
尹
知
章
注
」
と
い
う
呼
称
を
め
ぐ
る
問
題
を
含
む
と
と
も

に
、『
管
子
』
の
伝
承
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
し
か
し
、

そ
の
内
容
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
旧
注
が
ど
の
よ
う
な
体
裁
で
伝
存
し
、

現
在
ど
の
範
囲
ま
で
確
認
で
き
る
の
か
を
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

そ
の
た
め
本
発
表
で
は
、『
管
子
』
旧
注
研
究
の
前
提
と
し
て
、
旧
注
の
名
義

に
関
わ
る
問
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
主
と
し
て
そ
の
体
裁
と
現
存
状
況
を
考
察
し

て
み
た
い
。
旧
注
は
、
単
に
本
文
理
解
を
補
助
す
る
注
釈
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

『
管
子
』
が
ど
の
よ
う
な
形
で
読
ま
れ
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
か
を
示
す
資
料
で

も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
旧
注
の
内
容
分
析
に
進
む
前
に
、
そ
の
伝
存
形
態
そ
の

も
の
を
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。 

具
体
的
に
は
、
旧
注
が
独
立
し
た
注
釈
書
と
し
て
で
は
な
く
、『
管
子
』
本
文

に
附
載
さ
れ
る
形
で
伝
わ
っ
て
い
る
点
に
着
目
し
、
本
文
と
注
と
の
対
応
関
係
、

注
記
の
置
か
れ
方
、
ま
た
旧
注
が
『
管
子
』
全
体
の
中
で
ど
の
範
囲
に
及
ん
で
い

る
の
か
を
確
認
す
る
。
こ
れ
ら
の
整
理
を
通
じ
て
、
旧
注
の
内
容
を
検
討
す
る

際
に
は
、
対
象
と
な
る
本
文
と
注
と
の
関
係
、
お
よ
び
注
の
性
格
・
範
囲
を
あ
ら

か
じ
め
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。 

（
あ
り
な
が
・
し
ん
ず
い
／
本
学
非
常
勤
講
師
） 

『
三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
『
三
国
志
平
話
』
の
利
用 

―
―

孫
堅
・
孫
策
の
物
語
を
例
に 

張 

磊  

本
研
究
は
『
三
国
志
演
義
』（
以
下
『
演
義
』）
の
登
場
人
物
で
あ
る
孫
堅
と
孫

策
を
対
象
と
し
、『
三
国
志
平
話
』（
以
下
『
平
話
』）
に
焦
点
を
当
て
て
、
現
存

最
古
の
版
本
で
あ
る
嘉
靖
本
に
お
け
る
二
人
の
物
語
の
成
立
を
探
求
す
る
も
の

で
あ
る
。 

三
国
時
代
に
お
い
て
、
孫
権
の
父
兄
で
あ
る
孫
堅
と
孫
策
は
、
呉
の
創
始
者

と
し
て
、
史
書
に
多
く
の
事
跡
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、『
演
義
』
の
成

立
過
程
に
お
い
て
、『
平
話
』
は
、
通
常
『
演
義
』
の
前
段
階
と
し
て
注
目
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
『
平
話
』
が
『
演
義
』

の
成
立
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
」
と
い
う
論
が
、
孫
堅
・
孫
策
の
物
語
に
お
い

て
も
適
切
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
の
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
『
平
話
』
で
は
、
孫
堅
の
物
語
は
董
卓
討
伐
期
に
集
中
し
て
い
る
一
方
、

孫
策
の
名
は
全
く
出
て
こ
な
い
。
つ
ま
り
『
平
話
』
は
『
演
義
』
へ
の
素
材
提
供

と
い
う
面
で
は
限
界
が
あ
る
。
実
際
、「
孫
策
の
物
語
は
『
平
話
』
を
下
地
と
し

て
、
史
書
で
肉
付
け
す
る
と
い
う
執
筆
プ
ロ
セ
ス
は
成
り
立
た
な
い
」
と
す
る

指
摘
さ
え
あ
る
。
本
研
究
で
は
、『
平
話
』
と
『
演
義
』
の
二
人
に
関
す
る
物
語

を
抽
出
し
、
そ
の
物
語
の
本
文
に
基
づ
い
て
、『
演
義
』
と
『
平
話
』
と
の
関
係

を
説
明
す
る
と
共
に
、『
平
話
』
の
利
用
法
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

（
ち
ょ
う
・
ら
い
／
本
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）  
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清
水
赤
城
の
儒
学
及
び
兵
学
観―

―

大
橋
訥
菴
理
解
の
た
め
に 

岡
野 

康
幸 

 

一
般
的
に
「
尊
王
攘
夷
主
義
者
」
と
し
て
喧
伝
さ
れ
る
大
橋
訥
菴
（
一
八
一
六

～
一
八
六
二
）
の
思
想
に
は
、
実
父
清
水
赤
城
（
一
七
六
六
～
一
八
四
八
）
か
ら

の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
赤
城
は
儒
者
で
あ
る
と
同
時
に
兵
学
者
と
い
う

側
面
も
有
し
て
お
り
、（
赤
城
自
身
の
認
識
は
儒
者
で
あ
る
が
、
世
間
的
に
は
兵

学
者
と
い
う
認
識
が
強
い
）
訥
菴
の
思
想
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、

兵
学
の
理
解
も
必
須
で
あ
り
、
訥
菴
の
兵
学
の
淵
源
は
赤
城
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
従
来
の
赤
城
を
論
述
し
た
も
の
は
伝
記
の
範
囲
に
と
ど
ま
り
、
赤

城
の
儒
学
・
兵
学
観
や
儒
学
と
兵
学
の
関
係
性
に
つ
い
て
論
述
し
た
も
の
は
見

当
た
ら
な
い
。 

 

本
発
表
は
、
大
橋
訥
菴
に
お
け
る
兵
学
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
訥
菴
書
簡

及
び
訥
菴
の
弟
子
で
あ
る
並
木
栗
水
（
一
八
二
九
～
一
九
一
四
）
の
証
言
か
ら

考
察
を
加
え
る
こ
と
で
、
訥
菴
に
お
け
る
兵
学
の
位
置
づ
け
を
探
り
た
い
。
ま

た
、
清
水
赤
城
の
儒
学
・
兵
学
観
及
び
儒
学
と
兵
学
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、

『
大
橋
訥
菴
先
生
全
集
』
所
収
の
赤
城
の
序
文
及
び
静
岡
県
立
図
書
館
蔵
『
西

洋
神
器
説
図
解
』
だ
け
に
記
さ
れ
て
い
る
「
考
證
書
目
」
か
ら
考
察
を
加
え
る
こ

と
で
、
清
水
赤
城
の
儒
学
・
兵
学
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 

（
お
か
の
・
や
す
ゆ
き
／
群
馬
医
療
福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
部
専
任
講
師
）    

〈
講
演
〉 

 

大
学
と
地
域
の
連
携
に
よ
る
京
都
地
域
史
料
の
研
究 

田
中 

聡 

 

講
演
者
は
近
年
、
地
域
住
民
と
連
携
し
つ
つ
、
複
数
の
地
域
史
料
の
調
査
・
公

開
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
そ
の
成
果
を
所
属
す
る
立
命
館
大
学
文
学
部
の
京
都

学
関
係
科
目
に
活
か
し
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
一
端
を
紹
介
し
、
地
域
と
大
学

研
究
者
が
連
携
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
再
考
し
た
い
。 

（
た
な
か
・
さ
と
し
／
立
命
館
大
学
文
学
部
教
授
）  

〈
講
演
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉 

一
九
六
四
年
、
札
幌
市
生
ま
れ
。
立
命
館
大
学
教
授
。
専
門
は
日
本
史
、
京
都

学
。
単
著
に
『
日
本
古
代
の
自
他
認
識
』（
塙
書
房
、
二
〇
一
五
年
）、
共
著
に
『
差

別
と
向
き
合
う
マ
ン
ガ
た
ち
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）、
編
著
に
『
教
養
の

た
め
の
現
代
史
入
門
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
五
年
）、『〈
学
知
史
〉
か
ら

近
現
代
を
問
い
直
す
』（
有
志
舎
、
二
〇
二
四
年
）
な
ど
多
数
。 


